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学位論文審査結果の要旨
平成１８年８月３日に口頭発表､その後に審査委員会を開催し、慎重審議の結果以下の通り判定
る質疑を妓終試験に代えるものとした。口頭発表におけした。なお、
本論文は、双曲型自由境界問題の数値解法に関して、具体的な問題として水面に浮かぶ泡のダイ
波動方程式に基づいて運動する泡の表面の挙動を､泡が囲い込む空気が体積ナミクスをモデルに、
:Mi成を行ったものである。ざらにここで保存するという条件の下で、数植解法の開発９近似弱解の
シミュレーションを行い、従来解析が困難であ った現象を的硴に再開発きれた方法によって実際に
現することに成功している。本論文の中心的方法は､時間差分空間微分型変分汎関数の最小値を求
める離散勾配流法と呼ばれるものであるが､この方法論を今まで適用が困難であった双曲型自由境
また、界問越を取り扱えるように改良し､さらに体積保存条性も無理なく取り扱う工夫を行った。
ＭＩＩ散解のヘルダー連続得られる近似弱解のIMi成では、変分汎関数の最小性を使った精密な評価から
近似解としての意味づけがうまくいくことを示した。|生を示し 、
以上の研究成果は、数学的には双曲型自由境界問題、体積保存の時間依存問題に新しい知見をも
たらし、数値的には接触角で運動する液滴のダイナミクスなど時間に依存する結果がほとんど知ら
定した授与に値するものと判れていない分野を切り開くものでありγ本論文は博士（理学） ○
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